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 学位申請者 禰冝田  佳男 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授    福永 伸哉 

  副査 大阪大学教授    高橋 照彦 
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【論文内容の要旨】 

 本論文は、日本列島各地に農耕社会が形成された弥生時代において、近畿の社会が有した歴史的な特質を、生

業を支える石器・鉄器などの道具類、集落構造、葬送儀礼、農耕祭祀などの分析を通して明らかにするとともに、

続く古墳時代にヤマト政権がこの地域を本拠地として成立する背景を、近畿弥生社会の到達点の中に展望したも

のである。全体は４章からなる本論に序章と終章を加えた構成で、分量は 400 字詰原稿用紙換算で約 900 枚、図

表 219 点である。 

 本論文の課題と研究方法を示した序章に続いて、第１章では、弥生時代の社会発展の議論に深くかかわる「鉄

器化」の解明を視野に入れつつ、大陸系磨製石器の波及・定着の実態と、鉄への素材転換の過程を分析した。そ

の結果、北部九州から東北に至る広範囲で受容される大陸系磨製石器は、その波及や定着度合いに顕著な地域差

が存在するものの、弥生後期にはそれらが一斉に減少することから、少なくとも東北南部の会津盆地付近までは

一定程度の鉄器化が進展したと理解した。 

 近畿についてはとくに詳細な検討を行い、弥生後期に石器自体が激減することに加えて、中期までの畿内地域

を特徴づけていた「畿内式打製尖頭器」が消滅すること、鉄刃を研磨したと考えられる砥石が増加すること、斧

の柄が鉄製斧頭を着装するのに適した形態となること、建物床面で簡素な鍛冶炉の可能性がある被熱痕跡が確認

されることなどの状況証拠を積み上げ、出土鉄器の実数は少ないものの、近畿社会が弥生後期には鉄器に依存す

る社会へ移行したと結論づけた。 

 当時の日本列島では得られない鉄素材を大陸から入手するためには長距離交易を可能とする広域流通体制の構

築が必要であり、近畿弥生社会もそこに参画した状況を想定できる。そして、交易を担った西日本各地の首長の

間に、経済面だけでなく政治的にも関係が生じたことが、古墳時代のヤマト政権形成に向かう重要な前提となっ

たと考えた。 

 第２章では、そうした近畿弥生社会の特徴について、集落の機能や地域的、時期的展開に注目して検討した。

おもに俎上にあげたのは高地性集落と拠点集落であり、集落ごとに生業面、軍事的機能などに多様性が見られる

ものの、両者とも鉄器を含む物資流通にかかわる重要な役割を担う存在であったことを、三田盆地や淡路島のケ

ーススタディを踏まえながら明らかにした。 



 第３章では、人々の精神生活ともかかわる祭祀と葬送儀礼を取り上げ、近畿の銅鐸や土器に陰陽の線刻で表現

された「絵画」が共同体の農耕祭祀とかかわることや、弥生の墓葬に副葬品がほとんど認められない特徴などか

ら、近畿においては北部九州などに比べて共同体的規制が相対的に強い社会が形成されたと指摘した。 

以上の分析を総括した第４章および終章では、近畿弥生社会の推移を、水田稲作が定着した前期後葉、鉄が主

要な必需素材となった後期前葉、個人厚葬墓としての墳丘墓と掘立柱建物を主体とした大規模集落が登場する終

末期という３つの主要な画期をもって把握した。そして、道具類の鉄器化が進んだ弥生後期に、鉄素材の調達の

ために生まれた長距離、広域流通網という新たな仕組みが、そこに参画する有力者の階層的台頭と、政治的まと

まりを促したと理解し、こうした近畿弥生社会の発展の延長上に、ヤマト政権の成立を展望した。 

【論文審査の結果の要旨】 

 水田稲作の開始を契機として農耕社会が形成された弥生時代は、列島社会が複雑化して国家形成に至る過程と

して重要な意味を持っている。同時に、続く古墳時代のヤマト政権が、大陸との交流の先進地であった北部九州

ではなく、近畿を中心に形成された要因を探ることは、日本古代国家形成史研究においてきわめて大きな課題で

ある。 

 本論文は、道具類の鉄器化が進む弥生後期に、大陸産鉄素材入手のための広域流通網に参画することが近畿の

有力者の階層的成長と政治的まとまりを生み、東西日本の接点を占める地理的優位性を背景に、当地域がヤマト

政権の核になっていくという道筋を、考古資料の詳細な分析によって明確に提示した点が特筆される。 

 鉄器化の進展度に関しては、使用後の回収や土中での酸化消失を考慮する必要があり、出土量のみからは実態

をとらえにくいという困難さがある。これに対して禰冝田氏は、伐採石斧の減少、磨製石器に占める砥石の割合

の増加、斧柄の形態変化、鍛冶炉の可能性がある建物床面の被熱痕跡などに着目して、弥生後期の近畿が石から

鉄に依存する社会に移行したことを明確にした。鉄器に転換する石器の側の変化や、これまで見過ごされてきた

製作痕跡の検討から鉄器化の実態に迫ったアプローチは、その方法論的独創性とも相まって本論文のもっとも評

価できる点である。 

 さらに、鉄器化の進む時期が社会の大きな変革期と一致していることを、集落、葬制、祭祀などの考察を加え

て説得的に示し、その変革を経た近畿が倭人社会の政治的中心となる条件を備えるに至ったと理解した点は、古

墳時代成立過程の研究にも大きな影響を与えるであろう。 

このように高い評価が与えられる本論文にも、改善すべき問題点は残る。たとえば、資料分析の精度に地域的

な精粗が見られることや、共同体規制の強い近畿社会が政治的求心力を持つに至る理論面での検討が不十分なこ

となどは、本論文の意欲的な課題設定を考えれば、惜しまれる点である。また、叙述内容と章･節･項のバランス

にやや不整合がある点や、異なる章の間で用語の統一感を欠いた箇所が認められる点なども改善が望まれる。 

とはいえ、ありふれた石器資料の分析を軸に鉄器化の過程を解明し、集落、葬制、祭祀にも目を配りながら、

近畿弥生社会の特質とヤマト政権成立過程への展望に論及した本論文は、日本の古代国家形成史研究に明確な視

座を提供する大きな意義を有している。よって、本論文が博士（文学）の学位を授与するにふさわしいものと認

定する。 


